
 

 

 

 

 

 

 

日頃は、和歌山市の精神保健医療にご協力いただき、誠にありがとうございます。 

平成 25年 4月から、うつ病の早期発見・早期治療を目指し、一般診療科医と精神

科医の連携方法を明確にしたシステム「和歌山市Ｇ－Ｐネット」（General Physician-

Psychiatrist Network）」を運用しています。 

このＧ―Ｐネットは、和歌山市地域自殺対策強化事業の一環としての取り組みでも 

あり、本市ではＧ－Ｐネットの周知のために毎年ニューズレターを発行しています。 

今回の第１３号では、和歌山市Ｇ―Ｐネットに協力可能な精神科医療機関の一覧と 

令和４年度の利用状況について掲載いたします。 

協力可能な精神科医療機関の一覧 

病  院 

和歌山県立医科大学附属病院 073-447-2300

（代表） 

073-441-0489

（予約センター） 

日本赤十字社 

和歌山医療センター  

073-422-4171

（代表） 

0120-936-385

（予約センター） 

田村病院 073-477-1268 宮本病院 073-444-0576 

和歌浦病院 073-444-0861  

診療所・クリニック 

いらなみのりこメンタルケアクリニック 073-423-3662 おくむらクリニック 073-435-0510 

おのクリニック 073-476-5515 おやこの診療所 073-488-7960 

木本こころの診療所 073-488-2778 けやきメンタルクリニック 073-431-5560 

しもがいとメンタルクリニック 073-474-2288 浜之宮メンタルクリニック 073-448-2331 

堀止こころのクリニック 073-425-1818 松本診療所 073-425-6510 

メンタルクリニック岩井 073-427-2331 メンタルクリニックおおや 073-427-0008 

メンタルクリニックふきあげ 073-488-6670 ももたにクリニック 073-433-7115 

吉田メンタルクリニック 073-448-2300 よろずまちクリニック 073-427-0556 

わかやま友田町クリニック 073-488-8632  

※和歌山市Ｇ－Ｐネットの利用方法は、和歌山市ホームページ「和歌山市Ｇ－Ｐネット

（General Physician-Psychiatrist Network）」の「和歌山市Ｇ－Ｐネットに関する手引

き」で確認することができます。また、過去のニューズレターも同ページに掲載しています。 

ホームページ二次元コード 

 

 

 

 

和歌山市Ｇ－Ｐネットニューズレター 

第１３号（令和５年１０月） 

 
Ｇ－Ｐネットとは…うつ病の早期発見・早期治療を目的とした一般診療科医と精神科医の連携システムの名称です。 

発行：和歌山市保健所 保健対策課 こころの健康対策グループ   

〒640-8137  和歌山市吹上５丁目２-１５ 
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○和歌山市 G－Pネットを利用した一般診療科医から精神科医への連携状況について 

（令和４年度の和歌山市 G－Pネット利用報告書より集計） 

令和４年度の和歌山市 G－P ネットの紹介件数は４６５件でした。 

 ※各グラフの数値は小数第二位で四捨五入しています。 
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14.6%
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整形・リハ

外科

脳神経外科

産婦人科

小児科

内科

紹介元の診療科

0.6%
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0.9%
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2.8%
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23.7%
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その他

成人の人格及び行動の障害

てんかん

小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害

知的障害

精神作用物質使用による精神及び行動の障害

生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群

統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害

心理的発達の障害

器質性精神障害

典型的なうつ病、双極性感情障害、非定型うつ

神経症性障害、ストレス関連障害、身体表現性障害

精神科医による診断結果（疾患別）

（まとめ） 

紹介件数全体のうち、女性が 57.4％、男性は 42.6％でした。年代別では、G-P ネットが

原則ターゲットにしている 30 代～60 代の中高年世代は全体の 39.4％でした。また 70 代

以上の高齢世代が 32.9％でした。紹介元の診療科別では「内科」が最も多く 64.5％となって

います。紹介により精神科医が診断した結果、「神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表

現性障害」が 34.6％で最も多く、次いで「典型的なうつ病、双極性感情障害及び非定形うつ」

が 23.7％でした。 

なお、診療後の結果については「精神科に継続通院」が 79.4％、「入院」が 11.6％でした。 

 今後もうつ病の早期発見・早期治療を目指し、一般診療科医と精神科医との医療連携に取り

組んでいきたいと考えていますので、ご協力をよろしくお願いします。 


